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令和元年

第４回定例会
12/18

　

令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
は
12
月
18
日
に
招
集
さ
れ
、

会
期
を
１
日
間
と
決
め
た
後
、
諸
般
の
報
告
、
行
政
報
告
、

監
査
報
告
、
一
般
質
問
、
同
意
１
件
、
条
例
制
定
３
件
、

条
例
改
正
５
件
、
補
正
予
算
３
件
を
審
議
し
、
同
日
閉
会

し
ま
し
た
。

同

意

京
極
町
営
住
宅
入
居
者
選
考

委
員
会
委
員
の
任
命 

（
同
意
）

内容

令
和
元
年
12
月
18
日
で
前
任
者

が
退
任
し
た
こ
と
に
伴
い
、
次

の
方
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水　

祥
子　

氏

　

多
田　

雅
典　

氏

　

︿
任
期
﹀
令
和
元
年
12
月
19
日
か
ら

　
　
　
　
　

令
和
５
年
５
月
10
日
ま
で

条

例

制

定

京
極
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
制
定 

（
原
案
可
決
）

内容

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
適
正
な

任
用
や
勤
務
条
件
を
確
保
す
る

た
め
、
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
﹁
地

方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
﹂
が
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
新
た
に
設
け
ら
れ
る
会
計

年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
を
定
め
る

た
め
の
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。
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地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
等
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の

制
定 

（
原
案
可
決
）

内容

﹁
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
﹂
の
施
行
に
伴
い
、
会
計
年
度
任
用

職
員
に
関
す
る
規
定
に
つ
い
て
、
関
係

条
例
の
一
部
改
正
及
び
廃
止
を
一
括
し

て
行
う
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

京
極
町
長
期
継
続
契
約
を
締

結
す
る
こ
と
が
で
き
る
契
約

を
定
め
る
条
例
の
制
定

 

（
原
案
可
決
）

内容

地
方
自
治
体
に
お
け
る
契
約
行

為
は
、
地
方
自
治
法
に
よ
り
単

一
年
度
内
で
完
結
さ
せ
る
こ
と
が
原
則

で
す
が
、
委
託
に
関
す
る
業
務
を
円
滑

に
行
う
た
め
、
長
期
継
続
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

条

例

改

正

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正 

（
原
案
可
決
）

内容

主
な
改
正
は
、
期
末
勤
勉
手
当

の
支
給
月
数
を
、
４
・
45
月
分

か
ら
４
・
５
月
分
に
引
き
上
げ
、
民
間

給
与
の
水
準
を
踏
ま
え
行
政
給
与
表

の
改
正
（
平
均
０
・
１
％
の
引
き
上
げ
）

を
す
る
も
の
で
す
。

京
極
町
長
等
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
（
原
案
可
決
）

内容

期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
、
一

般
職
の
支
給
月
数
と
同
様
に

４
・
45
月
分
か
ら
４
・
５
月
分
に
改
正

す
る
も
の
で
す
。

京
極
町
教
育
委
員
会
教
育
長

の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

 
（
原
案
可
決
）

内容

期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
、
一

般
職
の
支
給
月
数
と
同
様
に

４
・
45
月
分
か
ら
４
・
５
月
分
に
改
正

す
る
も
の
で
す
。

京
極
町
議
会
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正（
原
案
可
決
）

内容

期
末
手
当
の
支
給
月
数
を
、
一

般
職
の
支
給
月
数
と
同
様
に

４
・
45
月
分
か
ら
４
・
５
月
分
に
改
正

す
る
も
の
で
す
。

京
極
町
職
員
の
旅
費
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
（
原
案
可
決
）

内容

職
員
の
自
家
用
車
を
公
務
で
使

用
す
る
こ
と
は
原
則
禁
止
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
や
む
を
得
な
い
場

合
は
各
種
条
件
を
前
提
と
し
て
、
自
家

用
車
を
公
務
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

主
な
条
件
は
、公
用
車
に
空
き
が
な
く
、

災
害
や
そ
の
他
緊
急
の
場
合
、
交
通
機

関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

な
ど
で
す
。
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補

正

予

算

令
和
元
年
度

京
極
町
一
般
会
計
（
第
５
回
）

	

（
原
案
可
決
）

内容

予
算
の
総
額
に
、
４
７
３
６
万

３
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
41
億
５
１
３
９
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
内
容

【
地
方
交
付
税
】

・
地
方
交
付
税	

56
万
３
千
円
減
額

【
国
庫
補
助
金
】

・
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付

費
交
付
金	

76
万
２
千
円

・
子
ど
も
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付

費
交
付
金	

９
万
７
千
円

・
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
（
除
雪

機
械
更
新
分
）	

１
２
０
０
万
円
減
額

【
委
託
金
】

・
国
民
年
金
事
務
委
託
金

	
	

16
万
５
千
円
追
加

【
道
補
助
金
】

・
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付

費
交
付
金	

25
万
４
千
円

・
子
ど
も
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付

費
交
付
金	

４
万
８
千
円

・
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金

５
０
１
０
万
円

・
小
規
模
治
山
事
業
補
助
金

１
０
５
０
万
円
減
額

【
寄
附
金
】

・
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

７
０
０
万
円
追
加

　

今
後
の
寄
附
額
の
見
込
み
と
し
て
、
補

正
す
る
も
の
で
す
。

【
町
債
】

・
ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
購
入
事
業

	

１
２
０
０
万
円
追
加

歳
出
の
内
容

【
議
会
費
】

・
給
料	

２
万
円
追
加

・
職
員
手
当
等	

25
万
円
追
加

・
共
済
組
合
納
付
金	

15
万
円
減
額

【
総
務
管
理
費
】

・
給
料	

５
０
１
万
円
減
額

・
職
員
手
当
等	

４
３
２
万
円
減
額

・
共
済
組
合
納
付
金	

１
０
０
万
円
減
額

・
ふ
る
さ
と
納
税
謝
礼

	
	

３
５
０
万
円
追
加

・
通
信
運
搬
費	

12
万
８
千
円
追
加

・
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託
料

	
	

84
万
円
追
加

・
修
繕
料	

４
０
０
万
円
追
加

・
情
報
通
信
整
備
事
業
ほ
か

	
	

３
８
６
万
４
千
円
減
額

・
京
極
町
定
住
促
進
事
業
補
助
金

	
	

１
千
万
円
追
加

【
徴
税
費
】

・
給
料	
１
７
０
万
円
減
額

・
職
員
手
当
等	
62
万
円
減
額

・
共
済
組
合
納
付
金	

60
万
円
減
額

【
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
】

・
給
料	

１
万
円
追
加

・
職
員
手
当
等	

22
万
円
減
額

・
共
済
組
合
納
付
金	

15
万
円
追
加

【
社
会
福
祉
費
】

・
給
料	

18
万
円
減
額

・
職
員
手
当
等	

１
３
０
万
円
減
額

・
共
済
組
合
納
付
金	

30
万
円
減
額

・
国
民
年
金
免
除
申
請
に
係
る
シ
ス
テ

ム
改
修
委
託
料	

16
万
５
千
円

・
国
保
連
シ
ス
テ
ム
関
連
備
品

	
	

49
万
５
千
円

・
機
器
更
改
負
担
金
（
国
保
連
）

	
	

49
万
５
千
円
減
額

【
児
童
福
祉
費
】

・
給
料	

７
万
円
追
加

・
職
員
手
当
等	

54
万
円
追
加

・
共
済
組
合
納
付
金	

35
万
円
減
額

・
子
育
て
の
た
め
の
施
設
等
利
用
給
付

費
負
担
金	

19
万
４
千
円

ふるさと納税寄附状況

年　度
件 数

寄附金額

平成30年度

（4/1〜3/31）

 965件

1,308万円

平成31（令和１）年度

（4/1〜12/31）

 2,681件

2,929万円
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・
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付

費
負
担
金	

１
３
５
万
５
千
円

・
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付

費
超
過
交
付
金
返
還
金

	
	

２
１
３
万
６
千
円

【
保
健
衛
生
費
】

・
給
料	
１
万
円
追
加

・
職
員
手
当
等	

28
万
円
追
加

・
共
済
組
合
納
付
金	

35
万
円
減
額

【
清
掃
費
】

・
給
料	

２
万
円
追
加

・
職
員
手
当
等	

６
万
円
追
加

・
共
済
組
合
納
付
金	

３
万
円
追
加

【
農
業
費
】

・
給
料	

36
万
円
追
加

・
職
員
手
当
等	

94
万
円
追
加

・
共
済
組
合
納
付
金	

７
万
円
追
加

・
地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金
事
業
補
助

金	

５
０
１
０
万
円

【
林
業
費
】

・
中
野
地
区
小
規
模
治
山
工
事

	
	

１
４
０
０
万
３
千
円
減
額

【
商
工
費
】

・
創
業
支
援
事
業
補
助
金

	
	

４
０
０
万
円
追
加

【
土
木
管
理
費
】

・
給
料	

26
万
円
追
加

・
職
員
手
当
等	

１
０
４
万
円
追
加

・
共
済
組
合
納
付
金	

60
万
円
減
額

・
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

	
	

２
０
０
万
円
追
加

【
教
育
総
務
費
】

・
給
料	

18
万
円
減
額

・
職
員
手
当
等	

74
万
円
減
額

・
共
済
組
合
納
付
金	

65
万
円
減
額

【
社
会
教
育
費
】

・
給
料	

１
２
９
万
円
減
額

・
職
員
手
当
等	

37
万
円
減
額

・
共
済
組
合
納
付
金	

25
万
円
減
額

・
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加

補
助
金	
２
４
５
万
７
千
円
追
加

　

全
道
中
体
連
ス
キ
ー
大
会
、
全
国
中
学

校
ス
キ
ー
大
会
出
場
に
対
す
る
補
助
を
行

う
た
め
補
正
す
る
も
の
で
す
。

・
湧
学
館
事
務
職
員
賃
金	

42
万
５
千
円

令
和
元
年
度

京
極
町
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
（
第
２
回
）（
原
案
可
決
）

内容

予
算
の
総
額
に
、
７
０
２
万
３

千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
を
１
億
２
０
９
９
万
８
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

歳
入
の
内
容

【
雑
入
】

・
平
成
30
年
度
後
志
広
域
連
合
国
民
健

康
保
険
負
担
金
返
還
金

	
	

７
０
２
万
３
千
円

歳
出
の
内
容

【
基
金
積
立
金
】

・
国
民
健
康
保
険
基
金
積
立
金

	
	

７
０
２
万
３
千
円
追
加

令
和
元
年
度

京
極
町
水
道
特
別
会
計
（
第

３
回
） 

（
原
案
可
決
）

内容

予
算
の
総
額
に
、
２
０
０
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
１
億
６
４
５
６
万
４
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

歳
入
の
内
容

【
一
般
会
計
繰
入
金
】

・
一
般
会
計
繰
入
金	

２
０
０
万
円
追
加

歳
出
の
内
容

【
総
務
管
理
費
】

・
給
料	

47
万
円
追
加

・
職
員
手
当
等	

１
２
６
万
円
追
加

・
共
済
組
合
納
付
金	

27
万
円
追
加

全国中学校スキー大会練習風景全国中学校スキー大会練習風景



一
般
質
問

一般質問とは、議員個人が町政全般について町長等に　　質問し、適切な町政運営を進めているかをチェックするものです。
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問

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
導

入
計
画
は
、
平
成
28
年
度
か
ら

検
討
に
入
り
、
30
年
度
、
31
年
度
、
そ

し
て
令
和
元
年
に
実
施
計
画
、
整
備
工

事
が
ほ
ぼ
完
了
し
、
試
験
放
送
が
さ
れ

る
よ
う
で
す
。
私
は
当
初
か
ら
、
行
政

ま
た
は
各
行
事
に
使
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
ま
し
た
が
、

１
週
間
ほ
ど
前
に
届
い
た
防
災
行
政
無

線
に
関
す
る
文
書
に
は
、﹁
京
極
町
で

は
災
害
時
の
情
報
、
地
震
情
報
、
気
象

情
報
、
避
難
情
報
を
町
民
の
皆
様
に
伝

え
る
防
災
行
政
無
線
の
整
備
を
行
い
ま

し
た
﹂
と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
行
政

及
び
各
種
行
事
等
へ
の
使
用
は
書
か
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、
防
災
情
報
だ
け
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
現
在
の
設

置
状
況
、
設
置
工
事
請
負
費
、
こ
れ
か

ら
の
運
用
方
法
に
つ
い
て
、
伺
い
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

設
置
工
事
は
12
月

20
日
に
終
了
す
る
予
定
で
、
こ

れ
ま
で
に
役
場
庁
舎
内
の
放
送
設
備
の

ほ
か
、
羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
京
極
支

署
に
遠
隔
制
御
装
置
を
設
置
し
、
屋
外

拡
声
子
局
は
公
民
館
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
京
極
温
泉
、
旧
南
京
極
小
学
校
跡

地
、
春
日
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
、
北
岡

地
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
更
進
地
区

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
合
計
６
カ
所
に

設
置
し
ま
し
た
。

　

戸
別
受
信
機
は
、
11
月
末
現
在
で
住

宅
に
は
１
１
３
５
台
、
事
業
所
に
は
27

台
、
公
共
施
設
に
は
17
台
を
設
置
し
ま

し
た
。
住
宅
へ
の
設
置
率
は
約
80
％
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
は
、
個
別
の
住
宅

に
対
し
て
防
災
行
政
無
線
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
な
が
ら
設
置
を
勧
奨
し
、

よ
り
多
く
の
住
宅
に
設
置
さ
れ
る
よ
う

努
め
て
い
く
考
え
で
す
。
な
お
、
設
置

不
要
の
申
し
出
が
あ
っ
た
の
は
78
世
帯

で
す
。

　

設
置
工
事
の
経
費
に
つ
い
て
、
本
工

事
は
平
成
30
年
度
に
債
務
負
担
行
為
と

し
て
議
会
で
議
決
い
た
だ
い
た
契
約
に

基
づ
い
て
執
行
し
て
お
り
、
契
約
金
額

は
平
成
30
年
度
が
約
２
億
５
６
３
万
円
、

今
年
度
は
約
８
８
１
２
万
円
で
す
。

　

今
後
の
運
用
方
法
は
、
令
和
２
年
１

月
６
日
か
ら
運
用
を
始
め
る
こ
と
と
し
、

災
害
関
連
の
緊
急
放
送
は
も
と
よ
り
、

町
民
全
体
を
対
象
に
す
る
よ
う
な
関
心

の
高
い
行
事
を
緊
急
に
中
止
す
る
場
合

な
ど
の
放
送
に
使
用
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
設
置

状
況
と
設
置
に
か
か
る
経
費
は

町 長

住
宅
へ
の
設
置
率
は
約
80
％

設
置
に
か
か
る
経
費
は
約
３
億
円
で
す

小 柳 光 義 議
員
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問

防
災
だ
け
で
な
く
、
行
政
事
務

や
各
種
行
事
等
に
も
使
わ
れ
て

い
く
と
い
う
解
釈
で
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

答

梅
田
町
長　

放
送
の
内
容
は
、

今
後
発
生
す
る
具
体
的
な
事
例

や
他
市
町
村
の
例
を
参
考
に
し
、
皆
様

か
ら
意
見
な
ど
も
い
た
だ
き
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
を
有
効
活
用

し
、
回
覧
を
減
ら
す
工
夫
を

問

工
事
金
額
を
約
３
億
円
と
し
て
、

京
極
町
の
戸
数
を
約
１
５
０
０

戸
で
計
算
す
る
と
、
１
戸
当
た
り
の
金

額
は
約
20
万
円
に
な
り
ま
す
。
京
極
よ

り
３
倍
近
い
人
口
を
抱
え
て
い
る
町
村

で
も
、
２
億
円
も
か
け
な
い
で
工
事
を

終
わ
ら
せ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
限
り
防
災
ま
た
は
行
事

等
に
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

契
約
金
額
は
議
会

で
議
決
を
い
た
だ
い
た
内
容
で

す
。
せ
っ
か
く
相
応
の
金
額
を
か
け
て

整
備
し
た
も
の
で
す
の
で
、
し
っ
か
り

と
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

今
の
京
極
の
情
勢
や
人
口
を
加

味
し
て
い
く
と
、
防
災
行
政
無

線
を
有
効
に
使
っ
て
回
覧
を
減
ら
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
町

の
方
で
は
隣
が
近
い
か
ら
ま
だ
い
い
の

で
す
が
、
我
々
の
よ
う
な
農
家
の
ほ
う

で
は
隣
ま
で
の
距
離
が
か
な
り
あ
っ
て
、

何
百
メ
ー
タ
ー
も
回
覧
を
持
っ
て
歩
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
も
高
齢

者
に
な
っ
て
き
て
い
て
、
車
は
使
え
ず

に
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
防
災
行

政
無
線
を
有
効
に
使
っ
て
回
覧
を
減
ら

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
維
持
し
て
い
く
た
め
の
経
費

は
ど
の
程
度
見
て
い
る
の
か
、
お
聞
き

し
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

放
送
内
容
に
よ
っ

て
回
覧
版
を
減
ら
し
て
は
と
い

う
質
問
に
つ
い
て
、
当
面
は
防
災
行
政

無
線
と
回
覧
版
の
両
面
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
、
放
送
内
容
を
検
討
し
て

い
く
中
で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

来
年
度
以
降
の
維
持
経
費
は
、
今
手

持
ち
に
数
字
を
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

予
算
審
議
の
中
で
ご
協
議
い
た
だ
く
こ

と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

屋外拡声スピーカー（京極町役場）屋外拡声スピーカー（京極町役場）
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問

①
京
極
町
は
長
き
に
わ
た
り
町

立
の
国
保
病
院
を
維
持
し
、
町

民
の
病
気
入
院
・
健
康
維
持
に
努
め
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
16
年
度
の
臨
床
研

修
医
制
度
の
見
直
し
以
降
、
過
疎
地
域

に
来
て
く
れ
る
医
師
が
不
足
し
、
本
年

４
月
か
ら
医
療
法
人
へ
の
委
託
に
よ
る

無
床
の
診
療
所
と
し
て
１
次
医
療
を
提

供
し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
11
月

の
全
員
協
議
会
で
町
長
か
ら
、
現
在
診

察
業
務
を
行
っ
て
い
る
医
療
法
人
か
ら

来
年
３
月
で
終
了
し
た
い
と
い
う
話
が

あ
っ
た
こ
と
を
聞
き
、
驚
き
を
感
じ
て

い
ま
す
。
町
長
の
地
域
医
療
の
考
え
方
、

診
療
所
を
ど
の
よ
う
な
形
で
継
続
し
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

　

②
少
子
高
齢
化
の
中
、
当
町
の
60
歳

以
上
の
比
率
は
33
％
を
超
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
抑
止
で
運
転

免
許
返
納
も
進
ん
で
い
ま
す
が
、
地
元

の
病
院
に
入
院
が
で
き
な
く
な
り
、
２

次
医
療
圏
の
病
院
と
な
る
こ
と
で
身
内
、

介
護
者
に
か
か
る
交
通
経
費
も
大
き

な
負
担
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
少

し
先
を
見
た
と
き
、
車
の
自
動
運
転
シ

ス
テ
ム
も
現
実
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

医
療
難
民
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
、
人

工
知
能
な
ど
を
組
み
込
ん
だ
シ
ス
テ
ム

を
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
入
れ
る
考
え
が

あ
る
か
伺
い
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

①
町
民
の
安
心
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
医
師
が

で
き
る
限
り
長
期
に
わ
た
り
安
定
的
に

診
療
に
当
た
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思

い
ま
す
。
常
勤
医
を
町
で
確
保
し
た
上

で
常
勤
を
補
完
す
る
非
常
勤
的
な
医
師

を
置
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
常
勤
医
が

安
心
し
て
勤
務
で
き
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
そ
う
し
た
診
療
体
制
を

構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

②
Ａ
Ｉ
を
導
入
し
た
自
動
運
転
で
の

交
通
網
の
整
備
に
は
相
応
の
年
数
が
か

か
る
と
思
い
ま
す
が
、
技
術
革
新
の
進

捗
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
、
安
全
・
確

実
で
効
率
的
な
交
通
手
段
の
開
発
を
注

視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

①
１
次
の
診
療
機
関
で
あ
る
診

療
所
を
厚
生
連
に
お
願
い
す
る

こ
と
も
、
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

②
交
通
機
関
の
整
備
で
は
、
国
で
も

高
齢
者
が
安
全
対
策
で
購
入
す
る
場
合

に
は
補
助
金
を
つ
け
る
流
れ
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
う
こ
と
も
考
え

地
域
医
療
の
考
え
方
、
町
診
療
所

を
ど
う
継
続
し
て
い
く
の
か

町 長

常
勤
医
が
安
心
し
て
勤
務
で
き
る
よ
う
な　
　

診
療
体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い

大 野 利 明 議
員
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て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

①
あ
ら
ゆ
る
可
能

性
を
排
除
せ
ず
、
医
師
確
保
に

努
め
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
中

で
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

②
ま
ず
は
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し

て
い
た
だ
い
て
、
そ
の
上
で
よ
り
使
い

や
す
い
よ
う
に
要
望
等
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

ふ
き
だ
し
公
園
の
整
備
計
画

問

①
今
後
、
温
泉
前
に
建
物
が
で

き
る
と
、
景
観
的
に
も
、

出
入
り
口
が
ふ
え
る
こ
と

で
交
通
安
全
上
も
思
わ
し

く
な
い
と
感
じ
ま
す
が
、

町
長
の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

　

②
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場

は
早
く
か
ら
計
画
に
上

が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な

か
な
か
進
ん
で
い
な
い
と

感
じ
て
い
ま
す
。
町
長
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

③
公
園
整
備
と
と
も
に

建
設
さ
れ
た
道
の
駅
の
建

物
も
築
30
年
余
り
に
な
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。
今
後

の
道
の
駅
の
プ
ラ
ン
を
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

答

梅
田
町
長　

①
ご

指
摘
の
土
地
は
、

現
在
の
周
辺
整
備
計
画
で

は
整
備
対
象
に
な
っ
て
い

な
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

後
の
情
勢
変
化
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
場
合
に
備
え
て
、
注
意

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

②
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
は
、
平
成
26

年
度
に
策
定
し
た
ふ
き
だ
し
公
園
周
辺

整
備
基
本
計
画
に
構
想
が
示
さ
れ
て
お

り
、
現
在
関
係
各
課
の
職
員
で
基
本
計

画
に
基
づ
く
年
次
計
画
の
見
直
し
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

③
平
成
30
年
度
か
ら
名
水
プ
ラ
ザ
の

指
定
管
理
を
受
け
て
い
る
事
業
者
か
ら

は
、
設
備
・
施
設
に
関
す
る
要
望
等
を

受
け
て
い
ま
せ
ん
が
、
修
繕
等
の
要
望

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問

目
名
橋
の
向
こ
う
か
ら
温
泉
に

向
か
う
左
側
の
面
に
建
物
が

建
っ
て
し
ま
う
と
、
景
観
上
・
交
通
安

全
上
悪
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い

う
中
で
、
農
地
を
公
有
地
化
す
る
こ
と

も
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

ま
ず
は
基
本
計
画

で
上
げ
ら
れ
た
エ
リ
ア
を
基
礎

と
し
て
事
業
化
を
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
の
で
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
で
エ
リ

ア
が
広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
に
至
る

場
合
に
備
え
て
、
当
該
地
域
を
注
視
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

スリーユーパークキャンプ場スリーユーパークキャンプ場
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問

倶
知
安
厚
生
病
院
に
は
旧
棟
と

新
棟
が
あ
り
、
平
成
11
年
の
１

期
工
事
で
は
新
棟
を
完
成
さ
せ
、
こ
の

た
び
の
２
期
工
事
で
は
旧
棟
の
建
て
か

え
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
元
年

12
月
10
日
の
北
海
道
新
聞
後
志
版
に
、

﹁
倶
知
安
厚
生
病
院
の
地
元
負
担
合
意
﹂

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
、
町
長
か
ら
も
議

会
定
例
会
で
行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た

が
、
詳
し
く
伺
い
ま
す
。

　

新
聞
記
事
で
は
、
整
備
費
用
は
約
28

億
円
で
大
筋
合
意
し
、
費
用
変
更
が

あ
っ
た
場
合
も
全
額
を
地
元
で
負
担
す

る
と
し
て
い
ま
す
が
、
詳
し
く
説
明
を

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答

梅
田
町
長　

建
て
か
え
に
関
し
、

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
か
ら
は
令

和
元
年
10
月
現
在
で
28
億
２
０
０
０
万

円
余
り
と
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
つ

い
て
山
麓
７
町
村
に
共
和
町
、
岩
内
町
、

黒
松
内
町
を
加
え
た
関
係
町
村
で
負
担

す
る
と
し
て
関
係
町
村
長
で
認
識
し
て

い
ま
す
。
仮
に
建
設
費
用
に
変
更
が
生

じ
る
場
合
に
は
、
当
然
関
係
自
治
体
で

協
議
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

問

町
長
の
行
政
報
告
で
は
、
関
係

自
治
体
の
負
担
割
合
は
第
１
期

工
事
を
前
提
と
し
て
検
討
す
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
具
体
的
な
説
明
を
求
め

ま
す
。
ま
た
、
町
負
担
分
の
財
源
は
ど

の
よ
う
な
も
の
を
想
定
し
て
い
ま
す
か
。

答

梅
田
町
長　

関
係
町
村
の
負
担

は
、
倶
知
安
厚
生
病
院
医
療
機

能
検
討
協
議
会
の
会
長
と
副
会
長
で
あ

る
倶
知
安
町
と
蘭
越
町
が
窓
口
と
な
っ

て
Ｊ
Ａ
厚
生
連
と
の
事
務
折
衝
を
踏
ま

え
、
羊
蹄
山
麓
町
村
長
会
議
な
ど
で
協

議
を
重
ね
た
結
果
、
28
億
２
０
０
０
万

円
の
総
額
を
山
麓
７
町
村
に
共
和
町
、

岩
内
町
、
黒
松
内
町
の
３
町
を
加
え
た

関
係
町
村
で
負
担
し
、
そ
の
割
合
は
第

１
期
工
事
を
前
提
と
し
て
今
後
協
議
を

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
た
び
の
支
援
は
、
地
域
医
療
の
確

保
の
た
め
に
公
的
医
療
機
関
に
対
す
る

負
担
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
お
お
む

ね
現
行
の
過
疎
債
の
対
象
と
な
る
も
の

と
判
断
し
て
お
り
、
道
・
国
に
そ
う
し

た
取
り
扱
い
を
要
請
し
て
い
こ
う
と
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問

町
長
の
行
政
報
告
で
は
、
北
海

道
か
ら
厚
生
病
院
へ
助
成
さ
れ

て
い
る
補
助
金
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
赤
字
額
の
補
填
を
実
施
す
る
に
当

倶
知
安
厚
生
病
院
の
建
て
か
え
整

備
の
費
用
負
担
に
つ
い
て

町 長

山
麓
７
町
村
に
共
和
町
、
岩
内
町
、
黒
松
内
町

を
加
え
た
関
係
町
村
で
協
議
し
ま
す

菊 地 篤 志 議
員
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た
り
過
疎
債
の
対
象
と
な
る
よ
う
に
要

請
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は

ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
対
象
に

な
ら
な
い
場
合
は
ど
う
し
ま
す
か
。
ま

た
、
赤
字
分
の
負
担
は
全
体
で
幾
ら
く

ら
い
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答

梅
田
町
長　

行
政
報
告
で
は
、

Ｊ
Ａ
厚
生
連
か
ら
不
採
算
部
門

と
言
わ
れ
て
い
る
赤
字
へ
の
支
援
に
、

過
疎
債
の
対
象
と
す
る
よ
う
要
請
す
る

も
の
と
の
誤
解
を
招
く
記
載
と
な
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
反
省
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

不
採
算
部
門
の
赤
字
の

合
計
は
、
平
成
29
年
度
で

は
４
億
３
０
０
０
万
円
余

り
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
も
関
係
町
村
が
道
の

補
助
金
を
含
め
て
２
億
円

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
道

の
補
助
金
の
期
限
が
来
年

度
末
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

令
和
３
年
度
か
ら
関
係
町

村
が
２
億
円
の
支
援
を
行

う
こ
と
と
し
て
関
係
町
村

長
で
認
識
を
し
て
い
ま
す
。

こ
の
支
援
は
、
過
疎
債
の

対
象
で
は
な
く
、
特
別
交

付
税
と
し
て
算
定
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

問

１
期
工
事
の
関
係

町
村
の
負
担
割
合

は
、
倶
知
安
町
が
67
・

83
％
、
京
極
町
が
３
・

66
％
で
す
。
こ
の
割
合
だ

と
今
回
の
２
期
工
事
で
は
、
倶
知
安
町

が
約
19
億
円
を
負
担
す
る
と
い
う
理
解

で
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

答

梅
田
町
長　

具
体
的
な
負
担
割

合
は
こ
れ
か
ら
の
議
論
と
な
り

ま
す
。
各
首
長
の
間
で
は
、
第
１
期
工

事
の
と
き
に
負
担
し
た
考
え
方
を
前
提

に
し
て
、
今
回
も
議
論
し
ま
し
ょ
う
と

い
う
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

診
療
所
の
契
約
解
除
は

問

令
和
元
年
11
月
５
日
の
全
員
協

議
会
で
町
長
か
ら
報
告
が
あ
っ

た
、
京
極
診
療
所
の
業
務
委
託
を
し
て

い
た
医
療
法
人
恵
尚
会
の
契
約
期
間
が
、

２
０
２
０
年
３
月
31
日
ま
で
で
一
方
的

に
契
約
解
除
を
通
告
し
て
き
た
件
に
つ

い
て
、
詳
し
い
説
明
を
求
め
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

本
年
４
月
か
ら
無

床
化
し
た
上
で
医
療
法
人
に
診

療
な
ど
の
委
託
を
１
年
契
約
で
始
め
た

と
こ
ろ
、
先
ご
ろ
相
手
方
か
ら
来
年
度

の
契
約
が
で
き
な
い
と
い
う
申
し
出
が

あ
り
ま
し
た
。
契
約
の
更
新
は
１
月
31

日
ま
で
に
協
議
し
て
決
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
も
の
の
、
既
に
契
約
更
新
を
し

な
い
と
い
う
意
思
表
示
が
あ
っ
た
た
め
、

医
療
法
人
と
の
交
渉
は
難
し
い
と
考
え

ま
し
た
。

倶知安厚生病院倶知安厚生病院
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問

新
聞
記
事
に
﹁
倶
知
安
厚
生
病

院
医
療
機
能
検
討
協
議
会
は
７

町
村
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
﹂
と
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
７
町
村
な
ど
に
は
黒
松
内

町
、
共
和
町
、
岩
内
町
は
入
っ
て
い
な

い
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
こ
の
ま
ま
で
し
ょ
う
か
。

　

院
外
処
方
で
の
経
営
努
力
に
つ
い
て
、

民
間
の
調
剤
薬
局
を
開
業
し
て
も
ら
う

こ
と
に
７
町
村
の
町
村
長
が
理
解
を
示

し
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
倶
知

安
厚
生
病
院
の
院
内
薬
局
に
は
、
毎
日

５
０
０
人
の
患
者
が
薬
を
受
け
取
り
に

行
き
ま
す
。
病
人
や
け
が
人
が
院
外

の
調
剤
薬
局
ま
で
歩
い
て
い
く
こ
と
に

な
り
、
冬
は
危
険
な
状
況
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
院
内
と
院
外
で
は
、
同
じ
薬
で

も
調
剤
薬
局
の
管
理
料
等
で
患
者
が
支

払
う
金
額
が
１
・
４
か
ら
１
・
５
倍
の

開
き
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
利

便
性
と
金
額
面
で
患
者
負
担
の
増
大
を

考
え
た
と
き
、
院
内
薬
局
の
継
続
を
要

望
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

答

梅
田
町
長　

現
在
、
協
議
会
に

岩
内
町
、
共
和
町
、
黒
松
内
町

は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
は
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
と
し
て
入
っ
て
も
ら
っ
て
は

と
い
う
議
論
は
あ
り
ま
し
た
。
院
外
処

方
は
、
今
後
の
経
営
改
善
に
向
け
て
考

え
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
具
体

的
に
首
長
間
で
確
認
し
て
最
終
的
に
決

め
た
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

避
難
所
マ
ッ
プ

問

町
で
発
行
し
て
い
る
避
難
所

マ
ッ
プ
に
は
町
内
13
カ
所
に
避

難
所
が
あ
り
ま
す
が
、
全
て
が
平
板
的

に
並
べ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
災
害
発

生
時
、
ど
の
よ
う
に
町
民
を
振
り
分
け

る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
ふ
だ
ん
営

業
し
て
い
る
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
曜
日
や
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
避

難
所
の
開
設
と
運
用
が
難
し
い
の
で
は

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
病
人
や

弱
者
を
専
門
に
収
容
す
る
福
祉
避
難
所

が
あ
る
と
思
う
の
で
す
が
、
表
示
が
あ

り
ま
せ
ん
の
で
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
が
使

用
し
て
い
る
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
京
極
温

泉
に
つ
い
て
も
避
難
所
開
設
の
取
り
決

め
が
不
十
分
と
感
じ
て
い
ま
す
。
町
の

認
識
を
伺
い
ま
す
。

答

梅
田
町
長　

高
齢
者
や
障
が
い

の
あ
る
方
々
、
妊
娠
さ
れ
て
い

倶
知
安
厚
生
病
院
の
院
外
処
方
に

は
理
解
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い

町 長

院
外
処
方
が
、
具
体
的
に
決
ま
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん

城 田 幸 俊 議
員
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る
方
な
ど
、
災
害
弱
者
と
言
わ
れ
る

方
々
へ
の
支
援
体
制
は
、
改
定
さ
れ
る

防
災
計
画
に
基
づ
い
て
構
築
し
て
い
く

考
え
で
あ
り
、
福
祉
避
難
所
の
明
示
も

配
意
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

公
設
施
設
の
指
定
管
理
者
と
の
連
携

に
つ
い
て
、
災
害
時
に
避
難
所
と
し
て

使
用
す
る
こ
と
を
協
定
書
な
ど
で
規
定

し
て
い
ま
す
が
、
協
定
か
ら
年
数
を
経

て
、
指
定
管
理
者
の
中
で
も
認
識
が
薄

く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
改
め
て
避
難
所

設
置
の
趣
旨
等
を
説
明
す
る
な

ど
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
採
火

式問

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖

火
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
前
身
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
の

ス
ト
ー
ク
・
マ
ン
デ
ビ
ル
病
院

で
採
火
さ
れ
、
そ
れ
に
加
え
、

開
催
国
の
全
市
町
村
で
採
火
で

き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

11
月
の
報
道
で
は
、
全
国
７
０

０
以
上
の
市
町
村
が
採
火
式
を

開
催
す
る
と
の
こ
と
で
す
の
で
、

京
極
町
で
も
開
催
し
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

答

横
路
教
育
長　

採
火
式

を
実
施
す
る
に
は
具
体

的
な
採
火
場
所
、
採
火
方
法
な

ど
趣
旨
に
沿
っ
た
計
画
案
の
提
出
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
近
々
に
迫
っ
た
回
答
日

ま
で
に
計
画
を
ま
と
め
ら
れ
な
い
た
め
、

採
火
式
は
開
催
し
な
い
と
い
う
判
断
に

至
り
ま
し
た
。

教
職
員
の
時
間
外
勤
務

問

心
身
と
も
に
健
康
で
時
間
に
余

裕
の
あ
る
教
職
員
で
い
て
も
ら

う
た
め
に
も
、
各
市
町
村
に
お
い
て
も

国
や
道
に
全
て
を
委
ね
る
だ
け
で
は
な

く
、
主
体
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
京
極
町
に
お
け
る

小
中
学
校
教
職
員
の
時
間
外
勤
務
が
ど

の
く
ら
い
あ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答

横
路
教
育
長　

11
月
の
１
週
間

で
調
査
し
た
結
果
、
平
日
１
日

の
１
人
当
た
り
の
時
間
外
勤
務
の
平
均

は
、
小
学
校
が
３
時
間
29
分
、
中
学
校

が
２
時
間
１
分
で
し
た
。
休
日
に
勤
務

し
た
教
職
員
の
割
合
は
、
小
中
学
校
で

52
・
８
％
で
す
。
教
育
委
員
会
で
は
、

業
務
改
善
に
向
け
た
町
立
学
校
に
お
け

る
働
き
方
改
革
行
動
計
画
を
平
成
30
年

に
策
定
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
保
護
者

や
地
域
住
民
の
皆
様
の
理
解
を
得
な
が

ら
、
教
職
員
が
教
育
活
動
に
集
中
し
、

専
念
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

平成25年作成の避難所マップ　平成25年作成の避難所マップ　※現在、最新の避難所マップを作成中です。※現在、最新の避難所マップを作成中です。
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にぎやか村（香川県丸亀市） 、大野議員、城田議員

➡16ページの記事をごらんください

７日

議会だより編集委員会

９日

冬季町民レクリエーションのつどい（リフレッシュパーク） 

12日

羊蹄山麓町村議会正副議長会議長会議（札幌市）

後志町村議会議長会定期総会並びに行政懇談会（札

幌市）

14日

議会だより編集委員会
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11月

11日

後志町村議会議長会懇談会（東京都）

12日

後志町村議会議長会「北海道横断自動車道に係る中
央要望、視察研修」（東京都）

13日

全国町村議会議長会創立70周年記念式典・第63回
町村議会議長全国大会（東京都）

第44回豪雪地帯町村議会議長全国大会（東京都）

議会だより編集委員会

15日

新過疎法制定実現総決起大会・第50回全国過疎地
域自立促進連盟定期総会（東京都）

19日

羊蹄山麓町村議会正副議長会・羊蹄山麓町村長会議
研修会（倶知安町）

20日〜21日

議会議員視察研修（当麻町・東神楽町）

➡17ページの記事をごらんください

25日
京極八幡神社新嘗祭（八幡神社）

委員会自主協議会
全員協議会

29日

令和元年第２回後志広域連合議会定例会（倶知安町）

30日

参議院議員高橋はるみ政経セミナー（札幌市）

12月

４日

委員会自主協議会

５日

後志町村議会議長研修会（札幌市）

11日

委員会自主協議会
全員協議会
総務・産業建設合同常任委員会
議会運営委員会

16日

歳末特別警戒パトロール（町内）

18日

令和元年第４回定例会　開会・同日閉会

19日

鈴木直道政経セミナー（札幌市）

20日

令和元年第２回羊蹄山ろく消防組合議会定例会（倶知

安町）村上・後藤組合議員

22日

第51回羊蹄ジュニアクロスカントリースキー競技大
会（リフレッシュパーク）

議会活動日誌
議会議員は定例議会や

臨時議会のほか、各種

研修や町内の行事など

に参加しています。

当麻町役場当麻町役場
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議会議員視察研修 レポート

　２月１日から３日にかけて、船場議長、議員２名、横

路教育長、町職員５名、ＪＡ女性部４名で親子都市であ

る香川県丸亀市に訪問し、交流を深めてきました。

　初日は、丸亀市役所に表敬訪問し内田議長、金丸教育

長にご対応いただき、平成30年８月に崩れた丸亀城の

石垣の再生に向けた取り組み等についてお話を伺いまし

た。実際に見て、元に戻すためには多額の費用がかかる

と感じました。日本一の高さを誇る城壁でありますので、

復元に向け頑張っていただきたいと思います。

　２日目は、丸亀国際ハーフマラソン大会にあわせて開

催されているにぎやか村イベントにて、京極町の物産販

売を行いました。快晴の丸亀スタジアムには全国から約

１万300人のハーフマラソン出場選手が集まり、スタ

ジアム敷地内に設けられた「にぎやか村」にも多くの屋

台が並びました。京極町訪問団も全員が京極町のジャン

パーを着て、ＪＡ女性部の主導で揚げジャガ、コロッケ、

コーヒー、ポテトチップスなどを声を張り上げて販売し

ました。

　ハーフマラソンでは北海道出身の２選手が２位と５位

を獲得して大いに盛り上がりました。

　物産販売後、議員団は別行動で丸亀藩に縁のある遍照

寺、三崎亀之助の碑、丸亀藩の庭園である中津万象園、

京極氏の菩提寺である玄要寺などを案内していただき、

京極町との関わりを新たに伺うことができました。

　最終日は、内田議長をはじめ丸亀市職員の方々が見送

りに来てくれました。おもてなしの精神を我々議員も

しっかりと京極町に持ち帰らなければと心に刻みます。

３日間にわたりご対応いただきまして、誠にありがとう

ございました。　　　　　　　　　（大野議員・城田議員）

2
3

2
1

第74回香川丸亀国際ハーフマラソン大会・

第17回にぎやか村に参加

親子都市・丸亀市と交流　

丸亀城の石垣丸亀城の石垣

遍照寺で京極町との縁を伺う遍照寺で京極町との縁を伺う

丸亀市の皆さんと丸亀市の皆さんと
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「全部ある」当麻町
日  程 11月20日

視察先 当麻町は、北海道の中央部に位置し、特産品に「でんすけすいか」や当麻米などがある町です。「食

育　木育　花育からつながる心育」をまちづくりの推進目標に掲げ、子育て世代へのサポート

に積極的に取り組んでいます。また、「全部ある」を合言葉に、町のＰＲ活動に取り組んでいます。

先進地に
学ぶ

　研修では、議会議長をはじめ職員の皆様方

からご説明を受け、意見交換をすることがで

きました。

　定住対策では、おかえりふる里応援事

業、結婚新生活支援事業などに取り組まれ、さらに子

育て支援では、はばたけふる里応援事業として高校

生就学支援を行うなど、子育て環境の充実に力を入れて

いました。

　また、町長のこだわり等を重視し、役場庁舎をはじめ、バイオマス燃料など当麻町産木材を利用した

公共事業に取り組まれています。こだわりのある町づくりをされており、非常に参考になる研修でした。

議会議員視察研修 レポート

当麻町役場新庁舎内（議場）当麻町役場新庁舎内（議場）

「人口増加率全道第１位」東神楽町

　研修では、議会議長・副議長をはじめ副町長や職員

皆様からデジタル防災行政無線の関係と、庁舎内親局

装置及び屋外拡声子局のご説明を受けました。

　デジタル防災行政無線については、平成７年から運

用していたアナログ放送から、平成31年１月にデジタル化に完

全移行しており、機能拡張としてＪ-アラートとの連携や希望

者へのメール配信などを行っています。

　東神楽町は防災対策に対して、地域の実情に応じた、きめ細かい

施策を実施しているのを実感しました。 忠栄公民館にある拡声子局忠栄公民館にある拡声子局

日  程 11月21日

視察先 東神楽町は、旭川市に隣接する人口約１万400人の、米や

野菜を中心とした農業が盛んな町です。平成元年から始まっ

た大規模宅地開発により、人口が年々増え、平成27年には

人口増加率10.1％と全道１位の増加率となっています。
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令
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あなたの写真が議会だよりの表紙になります。

テーマはテーマは「京極大好き！」「京極大好き！」
京極の美しい風景、みなさんの笑顔、

季節を感じる写真など、なんでも結構です。

詳しくは議会事務局（42-2111）まで。

ご応募お待ちしています。

みんなみんなのの

声声をを町政町政にに

表紙写真表紙写真をを募集しています！募集しています！

　京極町議会の本会議は、どなた

でも傍聴できます。庁舎２階の議会

事務局で受け付けを行っていますの

で、ぜひ傍聴にお越しください。

議会を傍聴
しませんか？

次回の定例会は

３月中旬開会予定です 

編

集

後

記 「陳情」「請願」をご存じですか？
　町政への要望や意見を議会に提出

することができます。議員の紹介の

あるものを請願、ないものを陳情と

呼んでいます。

　提出された陳情・請願は、議会運

営委員会で協議し、付託された委員

会で審査することに決定したものは

慎重に審査され、本会議で最終的に

採択か不採択になります。採択され

たものは、町長などにその結果を伝

え実現を図ります。

昭和46年全道クロスカントリースキー大会 現在の大会風景

伝統は続く
　昨年51回目を迎えたクロスカントリースキー大会

は、昭和44年３月、旧羊蹄山麓青年の家（字川西：現在

の京極温泉）を発着点に行われたのが始まりでした。現

在は、毎年12月にリフレッシュパーク（中学校裏）周

辺で開催され、全国大会でも好成績をおさめています。

※以前教育委員会が発行していた「ミズナラ」で連載していたものを、改めて議会だよりに掲載することにしました。


